
英語のブルーム（bloom）は開花期・花盛り・元気・健康真っ盛り・顔の健康色という意味です。桜
重
八Bloom Letter

カメラ散歩
中山 實男　（写真 : 文）
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今
月
の
名
言
・
格
言 

企
業
は
社
会
の

　
　
　
公
器
で
あ
る
。

�

松
下
幸
之
助

社
員
投
稿
欄

八
重
桜
に
入
社
し
て
も
う
す
ぐ
三
年
が
経
ち
ま
す
。

初
心
者
の
私
に
続
く
わ
け
が
な
い
と
周
囲
の
声
も
あ
り

ま
し
た
し
、
正
直
私
も
続
く
自
信
な
ど
な
く
、一
週
間
、

二
週
間
、
一
ヶ
月
、
半
年
と
目
標
を
た
て
、
四
年
目
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

入
社
当
時
は
、
も
ち
ろ
ん
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
、
利
用
者
様
の
こ
と
、
八
重
桜
の
こ
と
、
学
ぶ
こ
と

は
沢
山
あ
り
、
今
思
え
ば
ゆ
っ
く
り
育
て
て
い
た
だ
い

た
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
利
用
者
様
へ
の
接
し
方
、
介
助

の
仕
方
、
病
状
等
す
べ
て
人
同
様
に
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま

す
。
利
用
者
様
に
と
っ
て
、
一
番
楽
な
介
助
、
楽
し
い

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
学
習
す
る
こ
と

は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
八
重
桜
は
大
勢
の
利

用
者
様
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
笑
い
、
泣
き
、
怒
り
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
に
立
ち
会
っ
て
利
用
者
様
か
ら
教
わ
る

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
利
用
者
様
一
人
一
人
が

一
番
笑
顔
に
な
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ベ
ス
ト
の
対

応
方
法
が
ま
だ
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
経
験
を
積
ん
で
、
利
用

者
様
に
と
っ
て
最
良
の
介
護
に
近
づ
け
る
よ
う
、
皆
さ

ま
が
笑
顔
で
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
八
重
桜
を
目
指
し

て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「日
々
、
学
び
中
」

�

梅
村 

里
美

　地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
元
来
、
高
齢
者
に
限
定
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
障
害
者
や
子
供
を
含
む
地
域
の
す
べ

て
の
住
民
の
た
め
の
仕
組
み
で
あ
り
、
す
べ
て
の

住
民
の
か
か
わ
り
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
す
が
、
2
0
2
5
年
問
題（
団
塊
の
世
代

が
全
て
75
才
を
超
え
て
後
期
高
齢
者
に
な
る
）
を

踏
ま
え
る
と
、
高
齢
者
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
し

て
優
先
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
状
で
す
。

こ
こ
で
は
、
重
度
な
要
介
護
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

人
生
の
最
後
ま
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　次
回
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
5
つ
の

構
成
要
素
の「
住
ま
い
と
住
ま
い
方
」「
生
活
支
援
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
」「
医
療
・
看
護
」「
介
護
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」「
保
健
・
予
防
」お
よ
び「
自
助
、互
助
、

共
助
、
公
助
」
か
ら
み
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

西 

勝
康

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
？ 

①

俳
句
教
室
発
表
句
（
敬
称
を
略
し
ま
す
）

梅
村 

里
美
（
俳
句
教
室
担
当
）

母
の
味
今
も
守
り
て
柏
餅

田   

村  

ハ
チ
ヱ

柏
餅
の
味
に
母
を
思
い
出
す
素
敵
で
す
ね
。

母
の
日
に
言
葉
や
さ
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト

片

桐

賀

子

品
物
よ
り
気
持
ち
で
す
ね
。

五
月
晴
れ
家
族
で
泳
ぐ
よ
鯉
の
ぼ
り

若

山

樟

吉

理
想
の
家
族
像
で
す
ね
。

引
越
し
の
車
の
多
さ
に
春
感
じ

井

中

弘

文

春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で
す
ね
。

筍
の
様
に
伸
び
た
い
短
足
思
う

縄

井

美

法

私
も
伸
び
る
物
な
ら
伸
ば
し
た
い
な
ぁ
～
。

夏
招
く
青
空
高
く
鯉
の
ぼ
り

清

水

昌

明

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
が
お
わ
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
夏
で
す
ね
。

温
暖
化
立
夏
い
え
ど
も
コ
タ
ツ
入
る

谷  

口  

た
つ
へ

寒
さ
に
は
、
勝
て
ま
せ
ん
ね
ぇ
～
。

や
れ
う
れ
し
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
ら
う
母
の
日
よ

上   

野   

三
千
代

日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
。
う
れ
し
い
で
す
ね
。

い
い
湯
だ
な
菖
蒲
湯
入
り
子
供
の
日

加   

藤   

寿
美
江

子
供
の
成
長
を
祝
う
菖
蒲
湯
は
格
別
に
い
い
湯
で
す
ね
。

「東大寺」
奈良で最もよく知られている仏教寺院が、「東大寺」です。東
大寺は第 45 代天皇の聖武天皇と光明皇后が、幼くして亡くな
られた皇子の菩提のため、若草山麓に「山房」を設けたのが
後に「東大寺」と呼ばれる様になったと言われています。そ
してこの頃から大仏の鋳造が始まりました。
聖武天皇が大仏造立の詔を発したのは 743 年です。当時、都
は京都府木津川市に移されていましたが、天皇は紫香楽宮（信
楽町）におられて、大仏造立もここで始められました。
その 2年後の 745 年、都が平城京に戻ると直ちに、大仏造立
も現在の東大寺の地で改めて行われることになりました。ただ、
この大事業を推進するには幅広い民衆の支持が必要であった
ため、朝廷から弾圧されていた「行基」を大僧正として迎え、
協力を得ました。この続きは次号に委ねます。

今
年
も
恒
例
の
お
花
見
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
ま
し
た
。
雨
続
き
の
春
で
し
た
が
、

晴
れ
間
を
見
つ
け
て
の
ド
ラ
イ
ブ
、
満
開
の
桜
の
花
に
負
け
な
い
皆
様
の
笑
顔
が
素
敵
で
し
た
。

今年は雨が多く心配しましたがなんとか満開
の桜を見ていただけました。感激のあまり涙
を流される方も！来年も来ましょうとお約束
しました。

あいにくのお天気でしたが、佐保川の桜並木
は満開！車の中ではお話も盛り上がり、皆様
の笑顔も満開に咲いてとても楽しいお花見ド
ライブでした。

デイサービス八重桜 宝来 デイサービス八重桜 本店

花
の
雨
、縫
っ
て
今
年
も
春
爛
漫
！

デイサービス八重桜 門真 　 デイ＆ナイトサービス八重桜

中庭で隣の桜をめでたり、近くの公園で助六弁
当をいただきながらみんなでお花見をしました。
「一杯飲めるといいのになぁ～」とつぶやく方も。

奈良公園の浮見堂まで足を延ばしました。車
から降りて写真撮影。桜に負けない満開の笑
顔でした。

デイサービス八重桜 朱雀 デイサロン八重桜
今年はいつもより早く咲き始めた桜。雨が降
る日も続き、唯一の晴れの日に佐保川へドラ
イブに行ってきました。

今年は雨が多く、お天気の良い日を狙ってドライ
ブに出発。満開の桜並木を走ると「すごいわ～、
満開できれいやね～」と、とても喜ばれていました。

大仏鐡道記念公園の
枝垂桜 企画・監修 株式会社ウェルネット　発行元 株式会社八重桜

熊野参詣道小辺路

神野山

大東市

門真市
四条畷市

❶❶❻❻
❹❹

❷❷

❺❺

❸❸

❼❼

❶ 公的介護保険指定事業
　居宅介護支援事業所 八重桜

　公的介護保険指定事業
　デイサービス八重桜 （一般通所介護）
　デイハウス八重桜 （認知症対応型通所介護）
　自主事業
　ステイケア八重桜 （短期宿泊所）

〒630-8113 奈良市法蓮町632-2 デュエット山末ビル306号
TEL:0742-25-5045 FAX:0742-25-0003

〒630-8113 奈良市法蓮町410番地の2
TEL:0742-20-7205 FAX:0742-20-7201

至近鉄奈良駅

N

ウエルシア法蓮店

プライスカット奈良新聞本社

至郡山

至京都

市立佐保川
小学校

佐保川

関西
本
線

新大宮

デイサービス 八重桜
デイハウス  八重桜

居宅介護
支援事業所 八重桜

ステイケア  八重桜

法華寺東交差点

菰川橋東交差点

近鉄奈良線

❷ 公的介護保険指定事業 デイ&ナイトサービス八重桜（一般通所介護）
 〒630-8453 奈良市西九条町2-4-3 TEL:0742-63-5670 FAX:0742-50-0277

❸ サービス付き高齢者向け住宅 ファミリーモア八重桜 宝来館　デイサービス八重桜 宝来
 〒631-0845 奈良市宝来4丁目4番12号 TEL:0742-93-8470 FAX:0742-93-8570

❹ 公的介護保険指定事業 デイサロン八重桜（小規模通所介護）
 〒630-8238 奈良市高天市町22-3 TEL:0742-27-5373 FAX:0742-27-5363

❺ 居宅介護支援事業所 門真　サービス付き高齢者向け住宅 ファミリーモア八重桜 門真館
 デイサービス八重桜 門真
 〒571-0012 大阪府門真市江端町13-13 TEL:072-886-2468 FAX:072-886-2467

❻ サービス付き高齢者向け住宅 ファミリーモア八重桜 朱雀館　デイサービス八重桜 朱雀
 〒631-0806 奈良市朱雀1-3-15 TEL:0742-72-1131 FAX:0742-72-1130

❼ 住宅型有料老人ホーム ファミリーモア八重桜 押熊館　デイサービス八重桜 押熊
 〒631-0011 奈良市押熊町560番地 TEL:0742-40-3300 FAX:0742-40-3301

15周年記念、
永年勤続者表彰！

　平成２７年４月に八重桜は１6年目を迎えました。
　八重桜の歴史を共に築きあげてきた、勤続１５年
の下ノ村ミカさんをはじめ、５年以上の永年勤続者
22名の表彰をしました。



デ
イ
サ
ー
ビ
ス
八
重
桜

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
八
重
桜 

宝
来

デ
イ
サ
ロ
ン
八
重
桜

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
八
重
桜 

朱
雀

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
八
重
桜 

門
真

フ
ロ
ア
内
に
ソ
ー
ス
の
良
い
匂
い
が
…
た
こ
、
ネ
ギ
、
天
か
す
、
変
わ
り
ダ
ネ
に

ウ
イ
ン
ナ
ー
、
ひ
っ
く
り
返
す
の
が
至
難
の
業
。
皆
様
た
く
さ
ん
召
し
上
が
ら
れ
ま
し
た
。

�

施
設
長
／
塩
田�

智
美

こ
れ
は
皆
様
初
め
て
の
ゲ
ー
ム
で
、
職
員
が
棒
を
構
え
て
色
々
と
質
問
を

し
て
い
る
間
に
棒
を
落
し
、そ
れ
を
掴
む
ゲ
ー
ム
で
す
。「
好
き
な
食
べ
物
は
」

「
趣
味
は
」「
初
恋
の
相
手
は
ど
ん
な
人
」
な
ど
話
し
て
る
間
に
棒
を
落
し
て

…
ス
ト
ン
！
取
れ
ず
に
周
囲
は
大
爆
笑
で
し
た
。�

施
設
長
／
中
川�

雅
義

ス
タ
ッ
フ
の
手
足
め
が
け
て
大
き
な
輪
を
投
げ
ま
す
。「
え
ぃ
っ
」
と
狙
い
を
定
め
て
投
げ
た
先

は
…
手
？
足
？
あ
れ
っ
、
頭
に
直
撃
！
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
言
い
な
が
ら
大
爆
笑
で
し
た
。
　

�

施
設
長
／
荒
木�

祐
輔

子
供
の
頃
は
や
れ
ば
叱
ら
れ
る
こ
と
で
し
た
が
、
今
は
リ
ハ
ビ
リ
。
や
っ

て
み
る
と
意
外
と
難
し
い
ゲ
ー
ム
で
し
た
。
思
う
よ
う
に
ス
リ
ッ
パ
が
飛
ば

ず
、
真
上
に
あ
が
っ
て
落
ち
て
し
ま
い
記
録
は
何
と
10
セ
ン
チ
…
一
番
遠
く

ま
で
飛
ん
だ
の
は
２
メ
ー
ト
ル
30
セ
ン
チ
の
中
本
さ
ん
で
す
。

�

施
設
長
／
田
中�

哲
一

「
手
作
り
お
や
つ
…
た
こ
焼
き
」

「
ギ
リ
ギ
リ
つ
か
み
棒
」

「
人
間
輪
投
げ
」

「
ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し
」

見
事
に
キ
ャ
ッ
チ
！

紙
コ
ッ
プ
で
ピ
ン
ポ
ン
球
を
す
く
い
、
紙
コ
ッ
プ

の
裏
側
に
お
い
て
手
で
押
し
込
み
ま
す
。
制
限
時

間
内
に
い
く
つ
入
れ
ら
れ
る
か
を
競
い
ま
し
た
。

さ
す
が
！
ま
ー
る
い
た
こ
焼
き
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

４
月
の
大
作
。
フ
ロ
ア
に
桜
と

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
ま
し
た
。

まだまだ現役。あやとり
をしました。

４月の工作。個
性的な「起き上
がりこぼし」が
揃いました。

五月に向けてミニ鯉のぼ
りを作りました。 ロールケーキとフルーツ

でちょっと豪華に…

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団�

済
生
会
奈
良
病
院
が
主
催
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
株
式
会
社
八
重

桜
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
在
宅
医
療
を
担
う
地
域
の
多＊

職

種
が
連
携
し
て
情
報
を
共
有
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
＊
在
宅
医
、
在
宅
歯
科
医
、
薬
局
薬
剤
師
、
訪
問
看
護
師
、
介
護
職
、
リ
ハ
ビ
リ
関
係
セ
ラ
ピ
ス
ト
等
）

　
弊
社
か
ら
は
言
語
聴
覚
士
の
田
中
哲
一
が
参
加
い
た
し
ま
す
。

※�

奈
良
県
在
宅
医
療
推
進
モ
デ
ル
事
業
は
、
県
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
療
養
生
活
を
送
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
の
関
連
多

職
種
協
働
に
よ
る
在
宅
医
療
の
支
援
体
制
を
構
築
す
る
事
業
モ
デ
ル
で
す
。

Bloom Letter　ブルームレターBloom Letter　ブルームレター

菜
種
梅
雨
と
い
え
ば
聞
こ
え
は
風
流
で
す
が
、
四

月
の
長
雨
は
野
菜
の
発
育
や
収
穫
作
業
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
、
品
薄
で
異
常
な
高
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

早
く
平
常
に
戻
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

一
方
、
海
の
幸
は
と
い
う
と
、
ア
ジ
、
ホ
ッ
ケ
、

近
海
マ
グ
ロ
等
の
大
衆
魚
が
高
級
魚
に
な
っ
て
き
て

い
る
よ
う
で
庶
民
の
台
所
は
苦
し
く
な
る
ば
か
り

…
。こ

う
い
う
時
こ
そ
材
料
を
使
い
切
っ
て
無
駄
の
な

い
よ
う
に
す
る
、
主
婦
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
す
ね
。

馳
せ
走
る 

　
　
　
　
　
　
　 
の
ひ
と
り
ご
と  

西 

勝
康

食
の

匠

トピックス
今
年
も
子
供
達
の
和

太
鼓
演
奏
会
が
あ
り
ま

し
た
。
フ
ロ
ア
内
に
響

き
渡
る
太
鼓
の
音
は
迫

力
満
点
！

感
動
し
泣
い
て
い
る

利
用
者
様
も
多
く
、
職

員
も
聴
き
い
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

�

施
設
長
／
綾
部�

俊
治

三
味
線
の
演
奏
と
日
本
舞
踊
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
皆
様
と
一
緒
に
踊
る
場
面
も
あ
り
、　
　
　
　
　
　

楽
し
い
時
間
を
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
別
の
日
「
万
華
鏡
」
を
作
り
ま
し
た
。
で
き
あ
が
る
と
早
速
見
て
お
ら
れ
ま
し
た
。�

施
設
長
／
森
田�

浩
介

「
子
供
達
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
会
」

「
三
味
線
コ
ン
サ
ー
ト
」

奈
良
県
在
宅
医
療
推
進
モ
デ
ル
事
業

団
体
名

　「
社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団 

済
生
会
奈
良
病
院
」

事
業
名

　「
医
療
、
介
護
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で

　
　
　
　
暮
ら
し
を
支
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

おめでとう
ございます。

介護福祉士国家試験合格者

こいのぼりに思い思
いのデコレーション
をして、５月のカレン
ダーを作りました。

自分で作った万華鏡をのぞい
て、くるくるまわして…どんな
模様ができるかな～

　
今
年
の
介
護
福
祉
士
国
家

試
験
合
格
者
は
５
名
で
し
た
。

　
こ
れ
で
合
計
27
名
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

柏木�文男

森田�浩介

山田�裕美子

矢野�弘樹

藤井�龍史

平成 27 年 4 月、奈良市押熊町に
弊社ファミリーモアシリーズ 4棟
目になる住宅型有料老人ホーム
「ファミリーモア八重桜　押熊館」
がオープンいたしました。

住宅型有料老人ホーム
「ファミリーモア八重桜　押熊館」

デ
イ
＆
ナ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
八
重
桜

急がれる地域包括ケアシステムの構築
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雀

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
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重
桜 

門
真

フ
ロ
ア
内
に
ソ
ー
ス
の
良
い
匂
い
が
…
た
こ
、
ネ
ギ
、
天
か
す
、
変
わ
り
ダ
ネ
に

ウ
イ
ン
ナ
ー
、
ひ
っ
く
り
返
す
の
が
至
難
の
業
。
皆
様
た
く
さ
ん
召
し
上
が
ら
れ
ま
し
た
。

�

施
設
長
／
塩
田�

智
美

こ
れ
は
皆
様
初
め
て
の
ゲ
ー
ム
で
、
職
員
が
棒
を
構
え
て
色
々
と
質
問
を

し
て
い
る
間
に
棒
を
落
し
、そ
れ
を
掴
む
ゲ
ー
ム
で
す
。「
好
き
な
食
べ
物
は
」

「
趣
味
は
」「
初
恋
の
相
手
は
ど
ん
な
人
」
な
ど
話
し
て
る
間
に
棒
を
落
し
て

…
ス
ト
ン
！
取
れ
ず
に
周
囲
は
大
爆
笑
で
し
た
。�

施
設
長
／
中
川�

雅
義

ス
タ
ッ
フ
の
手
足
め
が
け
て
大
き
な
輪
を
投
げ
ま
す
。「
え
ぃ
っ
」
と
狙
い
を
定
め
て
投
げ
た
先

は
…
手
？
足
？
あ
れ
っ
、
頭
に
直
撃
！
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
言
い
な
が
ら
大
爆
笑
で
し
た
。
　

�

施
設
長
／
荒
木�

祐
輔

子
供
の
頃
は
や
れ
ば
叱
ら
れ
る
こ
と
で
し
た
が
、
今
は
リ
ハ
ビ
リ
。
や
っ

て
み
る
と
意
外
と
難
し
い
ゲ
ー
ム
で
し
た
。
思
う
よ
う
に
ス
リ
ッ
パ
が
飛
ば

ず
、
真
上
に
あ
が
っ
て
落
ち
て
し
ま
い
記
録
は
何
と
10
セ
ン
チ
…
一
番
遠
く

ま
で
飛
ん
だ
の
は
２
メ
ー
ト
ル
30
セ
ン
チ
の
中
本
さ
ん
で
す
。

�

施
設
長
／
田
中�

哲
一

「
手
作
り
お
や
つ
…
た
こ
焼
き
」

「
ギ
リ
ギ
リ
つ
か
み
棒
」

「
人
間
輪
投
げ
」

「
ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し
」

見
事
に
キ
ャ
ッ
チ
！

紙
コ
ッ
プ
で
ピ
ン
ポ
ン
球
を
す
く
い
、
紙
コ
ッ
プ

の
裏
側
に
お
い
て
手
で
押
し
込
み
ま
す
。
制
限
時

間
内
に
い
く
つ
入
れ
ら
れ
る
か
を
競
い
ま
し
た
。

さ
す
が
！
ま
ー
る
い
た
こ
焼
き
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

４
月
の
大
作
。
フ
ロ
ア
に
桜
と

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
ま
し
た
。

まだまだ現役。あやとり
をしました。

４月の工作。個
性的な「起き上
がりこぼし」が
揃いました。

五月に向けてミニ鯉のぼ
りを作りました。 ロールケーキとフルーツ

でちょっと豪華に…

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団�

済
生
会
奈
良
病
院
が
主
催
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
株
式
会
社
八
重

桜
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
在
宅
医
療
を
担
う
地
域
の
多＊

職

種
が
連
携
し
て
情
報
を
共
有
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
＊
在
宅
医
、
在
宅
歯
科
医
、
薬
局
薬
剤
師
、
訪
問
看
護
師
、
介
護
職
、
リ
ハ
ビ
リ
関
係
セ
ラ
ピ
ス
ト
等
）

　
弊
社
か
ら
は
言
語
聴
覚
士
の
田
中
哲
一
が
参
加
い
た
し
ま
す
。

※�

奈
良
県
在
宅
医
療
推
進
モ
デ
ル
事
業
は
、
県
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
療
養
生
活
を
送
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
の
関
連
多

職
種
協
働
に
よ
る
在
宅
医
療
の
支
援
体
制
を
構
築
す
る
事
業
モ
デ
ル
で
す
。
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と
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や
収
穫
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業
に
悪
影
響
を
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ぼ
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、
品
薄
で
異
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高
値
に
な
っ
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す
。

早
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平
常
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戻
っ
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ほ
し
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で
す
ね
。
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、
海
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と
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ジ
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ホ
ッ
ケ
、
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海
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等
の
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衆
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が
高
級
魚
に
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て
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る
よ
う
で
庶
民
の
台
所
は
苦
し
く
な
る
ば
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り

…
。こ

う
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う
時
こ
そ
材
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を
使
い
切
っ
て
無
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の
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、
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。
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院
」

事
業
名

　「
医
療
、
介
護
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で

　
　
　
　
暮
ら
し
を
支
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

おめでとう
ございます。

介護福祉士国家試験合格者

こいのぼりに思い思
いのデコレーション
をして、５月のカレン
ダーを作りました。

自分で作った万華鏡をのぞい
て、くるくるまわして…どんな
模様ができるかな～

　
今
年
の
介
護
福
祉
士
国
家

試
験
合
格
者
は
５
名
で
し
た
。

　
こ
れ
で
合
計
27
名
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

柏木�文男

森田�浩介

山田�裕美子

矢野�弘樹

藤井�龍史

平成 27 年 4 月、奈良市押熊町に
弊社ファミリーモアシリーズ 4棟
目になる住宅型有料老人ホーム
「ファミリーモア八重桜　押熊館」
がオープンいたしました。

住宅型有料老人ホーム
「ファミリーモア八重桜　押熊館」

デ
イ
＆
ナ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
八
重
桜

急がれる地域包括ケアシステムの構築
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今
月
の
名
言
・
格
言 

企
業
は
社
会
の

　
　
　
公
器
で
あ
る
。

�

松
下
幸
之
助

社
員
投
稿
欄

八
重
桜
に
入
社
し
て
も
う
す
ぐ
三
年
が
経
ち
ま
す
。

初
心
者
の
私
に
続
く
わ
け
が
な
い
と
周
囲
の
声
も
あ
り

ま
し
た
し
、
正
直
私
も
続
く
自
信
な
ど
な
く
、一
週
間
、

二
週
間
、
一
ヶ
月
、
半
年
と
目
標
を
た
て
、
四
年
目
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

入
社
当
時
は
、
も
ち
ろ
ん
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
、
利
用
者
様
の
こ
と
、
八
重
桜
の
こ
と
、
学
ぶ
こ
と

は
沢
山
あ
り
、
今
思
え
ば
ゆ
っ
く
り
育
て
て
い
た
だ
い

た
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
利
用
者
様
へ
の
接
し
方
、
介
助

の
仕
方
、
病
状
等
す
べ
て
人
同
様
に
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま

す
。
利
用
者
様
に
と
っ
て
、
一
番
楽
な
介
助
、
楽
し
い

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
学
習
す
る
こ
と

は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
八
重
桜
は
大
勢
の
利

用
者
様
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
笑
い
、
泣
き
、
怒
り
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
に
立
ち
会
っ
て
利
用
者
様
か
ら
教
わ
る

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
利
用
者
様
一
人
一
人
が

一
番
笑
顔
に
な
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ベ
ス
ト
の
対

応
方
法
が
ま
だ
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
経
験
を
積
ん
で
、
利
用

者
様
に
と
っ
て
最
良
の
介
護
に
近
づ
け
る
よ
う
、
皆
さ

ま
が
笑
顔
で
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
八
重
桜
を
目
指
し

て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「日
々
、
学
び
中
」

�

梅
村 

里
美

　地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
元
来
、
高
齢
者
に
限
定
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
障
害
者
や
子
供
を
含
む
地
域
の
す
べ

て
の
住
民
の
た
め
の
仕
組
み
で
あ
り
、
す
べ
て
の

住
民
の
か
か
わ
り
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
す
が
、
2
0
2
5
年
問
題（
団
塊
の
世
代

が
全
て
75
才
を
超
え
て
後
期
高
齢
者
に
な
る
）
を

踏
ま
え
る
と
、
高
齢
者
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
し

て
優
先
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
状
で
す
。

こ
こ
で
は
、
重
度
な
要
介
護
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

人
生
の
最
後
ま
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　次
回
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
5
つ
の

構
成
要
素
の「
住
ま
い
と
住
ま
い
方
」「
生
活
支
援
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
」「
医
療
・
看
護
」「
介
護
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」「
保
健
・
予
防
」お
よ
び「
自
助
、互
助
、

共
助
、
公
助
」
か
ら
み
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

西 
勝
康

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
？ 

①

俳
句
教
室
発
表
句
（
敬
称
を
略
し
ま
す
）

梅
村 

里
美
（
俳
句
教
室
担
当
）

母
の
味
今
も
守
り
て
柏
餅

田   

村  

ハ
チ
ヱ

柏
餅
の
味
に
母
を
思
い
出
す
素
敵
で
す
ね
。

母
の
日
に
言
葉
や
さ
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト

片

桐

賀

子

品
物
よ
り
気
持
ち
で
す
ね
。

五
月
晴
れ
家
族
で
泳
ぐ
よ
鯉
の
ぼ
り

若

山

樟

吉

理
想
の
家
族
像
で
す
ね
。

引
越
し
の
車
の
多
さ
に
春
感
じ

井

中

弘

文

春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で
す
ね
。

筍
の
様
に
伸
び
た
い
短
足
思
う

縄

井

美

法

私
も
伸
び
る
物
な
ら
伸
ば
し
た
い
な
ぁ
～
。

夏
招
く
青
空
高
く
鯉
の
ぼ
り

清

水

昌

明

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
が
お
わ
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
夏
で
す
ね
。

温
暖
化
立
夏
い
え
ど
も
コ
タ
ツ
入
る

谷  

口  

た
つ
へ

寒
さ
に
は
、
勝
て
ま
せ
ん
ね
ぇ
～
。

や
れ
う
れ
し
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
ら
う
母
の
日
よ

上   

野   

三
千
代

日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
。
う
れ
し
い
で
す
ね
。

い
い
湯
だ
な
菖
蒲
湯
入
り
子
供
の
日

加   
藤   

寿
美
江

子
供
の
成
長
を
祝
う
菖
蒲
湯
は
格
別
に
い
い
湯
で
す
ね
。

「東大寺」
奈良で最もよく知られている仏教寺院が、「東大寺」です。東
大寺は第 45 代天皇の聖武天皇と光明皇后が、幼くして亡くな
られた皇子の菩提のため、若草山麓に「山房」を設けたのが
後に「東大寺」と呼ばれる様になったと言われています。そ
してこの頃から大仏の鋳造が始まりました。
聖武天皇が大仏造立の詔を発したのは 743 年です。当時、都
は京都府木津川市に移されていましたが、天皇は紫香楽宮（信
楽町）におられて、大仏造立もここで始められました。
その 2年後の 745 年、都が平城京に戻ると直ちに、大仏造立
も現在の東大寺の地で改めて行われることになりました。ただ、
この大事業を推進するには幅広い民衆の支持が必要であった
ため、朝廷から弾圧されていた「行基」を大僧正として迎え、
協力を得ました。この続きは次号に委ねます。

今
年
も
恒
例
の
お
花
見
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
ま
し
た
。
雨
続
き
の
春
で
し
た
が
、

晴
れ
間
を
見
つ
け
て
の
ド
ラ
イ
ブ
、
満
開
の
桜
の
花
に
負
け
な
い
皆
様
の
笑
顔
が
素
敵
で
し
た
。

今年は雨が多く心配しましたがなんとか満開
の桜を見ていただけました。感激のあまり涙
を流される方も！来年も来ましょうとお約束
しました。

あいにくのお天気でしたが、佐保川の桜並木
は満開！車の中ではお話も盛り上がり、皆様
の笑顔も満開に咲いてとても楽しいお花見ド
ライブでした。

デイサービス八重桜 宝来 デイサービス八重桜 本店

花
の
雨
、縫
っ
て
今
年
も
春
爛
漫
！

デイサービス八重桜 門真 　 デイ＆ナイトサービス八重桜

中庭で隣の桜をめでたり、近くの公園で助六弁
当をいただきながらみんなでお花見をしました。
「一杯飲めるといいのになぁ～」とつぶやく方も。

奈良公園の浮見堂まで足を延ばしました。車
から降りて写真撮影。桜に負けない満開の笑
顔でした。

デイサービス八重桜 朱雀 デイサロン八重桜
今年はいつもより早く咲き始めた桜。雨が降
る日も続き、唯一の晴れの日に佐保川へドラ
イブに行ってきました。

今年は雨が多く、お天気の良い日を狙ってドライ
ブに出発。満開の桜並木を走ると「すごいわ～、
満開できれいやね～」と、とても喜ばれていました。

大仏鐡道記念公園の
枝垂桜 企画・監修 株式会社ウェルネット　発行元 株式会社八重桜

熊野参詣道小辺路

神野山

大東市

門真市
四条畷市

❶❶❻❻
❹❹

❷❷

❺❺

❸❸

❼❼

❶ 公的介護保険指定事業
　居宅介護支援事業所 八重桜

　公的介護保険指定事業
　デイサービス八重桜 （一般通所介護）
　デイハウス八重桜 （認知症対応型通所介護）
　自主事業
　ステイケア八重桜 （短期宿泊所）

〒630-8113 奈良市法蓮町632-2 デュエット山末ビル306号
TEL:0742-25-5045 FAX:0742-25-0003

〒630-8113 奈良市法蓮町410番地の2
TEL:0742-20-7205 FAX:0742-20-7201

至近鉄奈良駅

N

ウエルシア法蓮店

プライスカット奈良新聞本社

至郡山

至京都

市立佐保川
小学校

佐保川

関西
本
線

新大宮

デイサービス 八重桜
デイハウス  八重桜

居宅介護
支援事業所 八重桜

ステイケア  八重桜

法華寺東交差点

菰川橋東交差点

近鉄奈良線

❷ 公的介護保険指定事業 デイ&ナイトサービス八重桜（一般通所介護）
 〒630-8453 奈良市西九条町2-4-3 TEL:0742-63-5670 FAX:0742-50-0277

❸ サービス付き高齢者向け住宅 ファミリーモア八重桜 宝来館　デイサービス八重桜 宝来
 〒631-0845 奈良市宝来4丁目4番12号 TEL:0742-93-8470 FAX:0742-93-8570

❹ 公的介護保険指定事業 デイサロン八重桜（小規模通所介護）
 〒630-8238 奈良市高天市町22-3 TEL:0742-27-5373 FAX:0742-27-5363

❺ 居宅介護支援事業所 門真　サービス付き高齢者向け住宅 ファミリーモア八重桜 門真館
 デイサービス八重桜 門真
 〒571-0012 大阪府門真市江端町13-13 TEL:072-886-2468 FAX:072-886-2467

❻ サービス付き高齢者向け住宅 ファミリーモア八重桜 朱雀館　デイサービス八重桜 朱雀
 〒631-0806 奈良市朱雀1-3-15 TEL:0742-72-1131 FAX:0742-72-1130

❼ 住宅型有料老人ホーム ファミリーモア八重桜 押熊館　デイサービス八重桜 押熊
 〒631-0011 奈良市押熊町560番地 TEL:0742-40-3300 FAX:0742-40-3301

15周年記念、
永年勤続者表彰！

　平成２７年４月に八重桜は１6年目を迎えました。
　八重桜の歴史を共に築きあげてきた、勤続１５年
の下ノ村ミカさんをはじめ、５年以上の永年勤続者
22名の表彰をしました。
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話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

西 

勝
康

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
？ 

①

俳
句
教
室
発
表
句
（
敬
称
を
略
し
ま
す
）

梅
村 

里
美
（
俳
句
教
室
担
当
）

母
の
味
今
も
守
り
て
柏
餅

田   

村  

ハ
チ
ヱ

柏
餅
の
味
に
母
を
思
い
出
す
素
敵
で
す
ね
。

母
の
日
に
言
葉
や
さ
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト

片

桐

賀

子

品
物
よ
り
気
持
ち
で
す
ね
。

五
月
晴
れ
家
族
で
泳
ぐ
よ
鯉
の
ぼ
り

若

山

樟

吉

理
想
の
家
族
像
で
す
ね
。

引
越
し
の
車
の
多
さ
に
春
感
じ

井

中

弘

文

春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で
す
ね
。

筍
の
様
に
伸
び
た
い
短
足
思
う

縄

井

美

法

私
も
伸
び
る
物
な
ら
伸
ば
し
た
い
な
ぁ
～
。

夏
招
く
青
空
高
く
鯉
の
ぼ
り

清

水

昌

明

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
が
お
わ
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
夏
で
す
ね
。

温
暖
化
立
夏
い
え
ど
も
コ
タ
ツ
入
る

谷  

口  

た
つ
へ

寒
さ
に
は
、
勝
て
ま
せ
ん
ね
ぇ
～
。

や
れ
う
れ
し
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
ら
う
母
の
日
よ

上   

野   

三
千
代

日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
。
う
れ
し
い
で
す
ね
。

い
い
湯
だ
な
菖
蒲
湯
入
り
子
供
の
日

加   

藤   

寿
美
江

子
供
の
成
長
を
祝
う
菖
蒲
湯
は
格
別
に
い
い
湯
で
す
ね
。

「東大寺」
奈良で最もよく知られている仏教寺院が、「東大寺」です。東
大寺は第 45 代天皇の聖武天皇と光明皇后が、幼くして亡くな
られた皇子の菩提のため、若草山麓に「山房」を設けたのが
後に「東大寺」と呼ばれる様になったと言われています。そ
してこの頃から大仏の鋳造が始まりました。
聖武天皇が大仏造立の詔を発したのは 743 年です。当時、都
は京都府木津川市に移されていましたが、天皇は紫香楽宮（信
楽町）におられて、大仏造立もここで始められました。
その 2年後の 745 年、都が平城京に戻ると直ちに、大仏造立
も現在の東大寺の地で改めて行われることになりました。ただ、
この大事業を推進するには幅広い民衆の支持が必要であった
ため、朝廷から弾圧されていた「行基」を大僧正として迎え、
協力を得ました。この続きは次号に委ねます。

今
年
も
恒
例
の
お
花
見
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
ま
し
た
。
雨
続
き
の
春
で
し
た
が
、

晴
れ
間
を
見
つ
け
て
の
ド
ラ
イ
ブ
、
満
開
の
桜
の
花
に
負
け
な
い
皆
様
の
笑
顔
が
素
敵
で
し
た
。

今年は雨が多く心配しましたがなんとか満開
の桜を見ていただけました。感激のあまり涙
を流される方も！来年も来ましょうとお約束
しました。

あいにくのお天気でしたが、佐保川の桜並木
は満開！車の中ではお話も盛り上がり、皆様
の笑顔も満開に咲いてとても楽しいお花見ド
ライブでした。

デイサービス八重桜 宝来 デイサービス八重桜 本店

花
の
雨
、縫
っ
て
今
年
も
春
爛
漫
！

デイサービス八重桜 門真 　 デイ＆ナイトサービス八重桜

中庭で隣の桜をめでたり、近くの公園で助六弁
当をいただきながらみんなでお花見をしました。
「一杯飲めるといいのになぁ～」とつぶやく方も。

奈良公園の浮見堂まで足を延ばしました。車
から降りて写真撮影。桜に負けない満開の笑
顔でした。

デイサービス八重桜 朱雀 デイサロン八重桜
今年はいつもより早く咲き始めた桜。雨が降
る日も続き、唯一の晴れの日に佐保川へドラ
イブに行ってきました。

今年は雨が多く、お天気の良い日を狙ってドライ
ブに出発。満開の桜並木を走ると「すごいわ～、
満開できれいやね～」と、とても喜ばれていました。

大仏鐡道記念公園の
枝垂桜 企画・監修 株式会社ウェルネット　発行元 株式会社八重桜

熊野参詣道小辺路

神野山

大東市

門真市
四条畷市

❶❶❻❻
❹❹

❷❷

❺❺

❸❸

❼❼

❶ 公的介護保険指定事業
　居宅介護支援事業所 八重桜

　公的介護保険指定事業
　デイサービス八重桜 （一般通所介護）
　デイハウス八重桜 （認知症対応型通所介護）
　自主事業
　ステイケア八重桜 （短期宿泊所）

〒630-8113 奈良市法蓮町632-2 デュエット山末ビル306号
TEL:0742-25-5045 FAX:0742-25-0003

〒630-8113 奈良市法蓮町410番地の2
TEL:0742-20-7205 FAX:0742-20-7201

至近鉄奈良駅

N

ウエルシア法蓮店

プライスカット奈良新聞本社

至郡山

至京都

市立佐保川
小学校

佐保川

関西
本
線

新大宮

デイサービス 八重桜
デイハウス  八重桜

居宅介護
支援事業所 八重桜

ステイケア  八重桜

法華寺東交差点

菰川橋東交差点

近鉄奈良線

❷ 公的介護保険指定事業 デイ&ナイトサービス八重桜（一般通所介護）
 〒630-8453 奈良市西九条町2-4-3 TEL:0742-63-5670 FAX:0742-50-0277

❸ サービス付き高齢者向け住宅 ファミリーモア八重桜 宝来館　デイサービス八重桜 宝来
 〒631-0845 奈良市宝来4丁目4番12号 TEL:0742-93-8470 FAX:0742-93-8570

❹ 公的介護保険指定事業 デイサロン八重桜（小規模通所介護）
 〒630-8238 奈良市高天市町22-3 TEL:0742-27-5373 FAX:0742-27-5363

❺ 居宅介護支援事業所 門真　サービス付き高齢者向け住宅 ファミリーモア八重桜 門真館
 デイサービス八重桜 門真
 〒571-0012 大阪府門真市江端町13-13 TEL:072-886-2468 FAX:072-886-2467

❻ サービス付き高齢者向け住宅 ファミリーモア八重桜 朱雀館　デイサービス八重桜 朱雀
 〒631-0806 奈良市朱雀1-3-15 TEL:0742-72-1131 FAX:0742-72-1130

❼ 住宅型有料老人ホーム ファミリーモア八重桜 押熊館　デイサービス八重桜 押熊
 〒631-0011 奈良市押熊町560番地 TEL:0742-40-3300 FAX:0742-40-3301

15周年記念、
永年勤続者表彰！

　平成２７年４月に八重桜は１6年目を迎えました。
　八重桜の歴史を共に築きあげてきた、勤続１５年
の下ノ村ミカさんをはじめ、５年以上の永年勤続者
22名の表彰をしました。


